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埋蔵文化財に関するコンビュータ情報処理の現状

埋届士it財尭描技術者専門研修 「埋蔵文化財情報部担」の研修風景
いわゆる埋文のパソコン研修11~ 1輯5年3月に胎まうた。

写真はその時のものである。過去4回の研修畳講者は、北

は北海道から南は仲間県までの計112名である。



コンピュ タの導入状況

近年におけるめざましい情報化の彬曹は、社会のあらゆる分野に桜並している。大量の間報

を、いかに収期、帯問L、活用のために担理するか、それが多方面において問題と伝うてきて

おり、このことは人文科学の傾墳にあっても例外では'.n、
ことに考肯午、と〈に坦!bt文化財を調査研究する世にと qては、日々の提出によ勺て出土す

る恒大'..-:1ilの迫物の開if.管理!と、その活聞を考えるとき、なんらかのJf;によるデータ処理は避

けて通れはいことは明白である。

そこで、全国の引雌文化財に聞係する制査研究機聞において、コンピsータを駆使して、ど

の陣'.処四'がff'+われているか、その提怖を、アンケ トに品づいて、ここに報告することと

する。アンケート は、 1時間:::10月30日の締切で、各都道府県敏行彊員企並びに組曲文化財保型車

克削別査開!日Jに対して行ない、前日E教育委口金には、その首謀下にある11刑I村教子f'l>U会の状

配報告をも求めた。Iill搭総数1，502件に通したが、そのうち埋融文化財の情報処却に関して、

コンピュータを導入している惜提lは46横山'1(使用台数"台)、ワープロ工事m隈を利用している
地I~Iは、コンピA ータ肝111'を吉む 1 1 5蝿開(使fII台1'1 172台)であ勺た。 アンケートの回収そ

の他的附の、Ilt.'lにより、』問1が連れ、報告が今日に圭勺たことを辿世とするが、コンピa タ

利JlJの46慢1提lには、 198711:::10月末現在の実怖を再図書して頂L、た (8・9買に一覧古1日融)。

伝お、上:e46蝿l間以外に、その能大阪市文化財協会、d:.. 県立ltt史館、 ~II縄県教育霊白金な

どで、型I!直文化財の情報処理が行はわれていることを承知Lているが、この報告には宮むこと

が山米包かーョたことをお断わり Lておく。

，. 

1~海直 東北 関東 中部 近着震

回 1 実施機f民!と削11台数
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2 世周蝿器の櫨額

大n11、多慣能で、リレー γ ョナル型データベ スのシステムはども畳載する、オフィスコ

ンピ~-タによる処四l システムを山川 Lているのは、太川 dï祉行長白金、埼玉県埋磁文化財別

出11盟問、京都市埋蔵文化財研1.::mの31削悶である。
16ピットワークステー γ 賓ンとな、 N52凹 05、98XA・XL、F制50、ドMH-60、旧M

55田、パナファコムC 阻Oのシリ ーズをさす。値問台散は17台であるロデスクトップとの迎

いは、オンライン機能芯どl七回的汎間性のある枝合端末機としての機能をもっていることであ

る。ただし幽他的に高〈つくため、普及l!tにおいて、デスクト γプに一歩詰るのはやむを仰与

いことと出われる。

16ビットデスクトップは、冊。!のνリーズを主とするのが (37台)、この極のバソ コンだけ

でJtiJOhを占めており、現状での主流とな勺ている。山川台散は、近畿関東 ・北尚道の耐と
'J 勺ている。 近ごろでは、 32 ピットパソコンを茜祉が}，M'~ しているが、日性能をフルに主かす

には、まだソフトウ ι アが描勺ているとはいえず、 デー タの向述拙，~Ilが、現状では唯一のメリッ

トといわれている。

8ビットデスクトップは、 8剖1のシリーズを中心とする12台であるが、そのうらの3台は

ELCO~， Iであり、これは 3 1X元デジタイザ-x剛慢に付属するコ ンピa ータ である。

ラップトップl剖削i}可能のパソコンで、 8ビットのものが他われているが、現布団ヒットの

ものが間人利IIJ、会社 ・1'11体を川わず、間似性や古スペ スの"，IJ.'~"が11われ、 ν 五アを広げつ

つあることは司K苅Iのことであろう。

1t海軍 車1t 関東 申部 近議
国2 史JlJ!婆凶
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3. ~理業務の内容と入カ件誼

文献検索は抽文・調査報告 ・単行本 ・特定事項など、資料菅理は迫跡情報 ・迫物情報 ・写真

台帳伝ど、その他は画像処理ほかと、項目別回害方式をとったため、集計は延べ瞳関数102と

なっている(図3)。

最も多いのは、開査報告曹の検索で23機関で行なわれている。そLて迫跡情報官理が18、適

物情報管理17、ヰ耳台帳官理8、単行本の検索3、論文検索2と続き、その地1<文献検索や賢

料官聖!の分も吉めて26とな勺ている。

その他の内在は極めて多彩であり、作業且や現地説明会書加古の名高草作成 ・発出制査届出書

矧・史跡土地所有者台帳・図而官理・現期台帳 ・遺跡叫誼 ・展示問クラフィック ・暫庫利用カ

ド・機材l'EtiIl調べといったことから、 3改元デジタイザーによる週明書測をあげているところ

が3か所(j洋同県と埼玉県の埋蔵文化肘調査弓玉県団並びに'f張県文化財センタ】)ある。

なお、岩手県からの報告によると、水沢市では、国指定史跡胆沢城跡の掘立住連物の柱間距

離などのデータを、電車センタ (章者)の電持機に入力し、それと市の端末蝿を連結するこ

とにより、随時データを取り出している自である。また町田市遺跡調査会では、遺物平面分布

削畳デ タの入力と解析、周辺遺跡の内富記憶の処理能柑、 石川県穴水町埋蔵文化財センター

では、多変量解析などを聞いた土器、建物伝どの分析 (1，000何)が行なわれている。さらに京

都市町品文化吋研究所では、平安京条幼メッシュに乗る遺跡デ タの司像処理がなされている。

業務の入力処理件数(図4)では、上記京都市埋士研の遺跡情報と写真台帳に関する貰料管

理が、 計1j0.000件あり、控室賀県埋蔵文化財センターの同植のもの(昭如55年度迫跡目揖2，873

件・60年度辿跡目銭3，866件、金属器 ・木器、その他遺物情報官理4，027向、スライド ・ネカ

保管状況上 756件、 遺構図 ・ 地図類 1 ， 200~1.) が 13.722件、大阪府埋蔵文化財協会の写真台帳

官J1Jlが12.725件とあるため、近世地方で行はわれている白料官国件数が断践多く87，000件余と

はっている。このため他の文献検紫及びその他をあわせた総刊政164，0凹例余のうちの約!65%、

107，000円余を近世で占めている。

関東でその他の件数が多いのは、群馬県企撒局開発課(分室)において、 11闇J宜工程、整理

工程帯工程官理表、12廠告書作成時の原稿、剖1.1指示世等データベース、131出土土器共伴多目立

統計器、141XY座開値ドットチャ 卜M剖出力、などの入力件数が10.000判、 98XLで尭掘現

場の辿情図ifu、はりびに平行して行なっている披理作世に11'ぅ辿物図面のデジタイズ、スキャ

ナー入力の1，00011があり、さらに岡県埋磁文化財調査事業団による 3次元デシタイザ}の遺

物主計 7.000件が含まれているからである。改いでその他が多い近世では、上記滋賀県埋蔵文

化財センターの両年度にわたる追跡地図)16，639例のメッシュデータと橿原考古学研北:ffrの害

賄利用カード6，0回件の処理がある。

処理草務内苔と処理舛散の関係で特世的なのは、文献倹殺を円なっている機関が37と比較的

多いにもかかわらず、付教が13，896に留まっていることで、資料官理の108.736はもとより、

その他OJ41，672にも且lぎはL、。文献入力の時間知句制服句などの離し8を物市吾るものかも知れなL、。
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聞5 バヲ ケージソフト使用償問

lt湾施 東北 聞東 中部 置議

回6 入力件敏の状挺

<p固

図 r-9ヘ‘ z
図 表計算

ロ ヮーアロ

図 画像坦理

図 汎用事研

ロ その地

四国 11JII 

図7 パヲケ ジソフトの姐額
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4 パッケ ジソフトの憧用紙:lR

BASICt，iどの言語を用いて、プログラムを作成するには、基臨学習に時間と綴気が必要

であり、またま総省にプログラムの作成を尭注すれば、閥単なものでも多額の闘用を覚悟せねば

ならはL、。そこでいわゆる司iliiソフトが利用される。

この樋のソフトを慣用している側提1'"31ケ所(図 5)で、近畿地方の14ケ所が最も多く、関

東の7ケ所がこれに次ぐ。そして、当時のことながら、業務の入力担理件数(図6)の割合に

ほぼ比例するのである。なお、入力処理件散は(図4)の文献検索 ・買軒官理・その他を嘗地

方毎に合わせたものである。

f吏用総故103件(図7)のうち簡晶君語(デ タ処理ソフト}に関わるものが最も多くて40

例、日本語ワープロがこれに次いで3.件、画像処理その他が16件、車計算ソフトが13件である。

大量の情報量を、種々の項目に分類し、蓄積し、検索できるようにするのがデータベ スソ

フトである。カ ド型(世間倒はMYCARD国 ・98、TheCARD Dなど、以下同じ)

とリレーゾョナル型 (dbaseD'皿、R: BASE4曲0・5曲Oなど)とがあり、前者は情報カー

ドの現に検索項目を設定し、裏面にメモを暫くといった感覚で、間四に荊聞できるが、檀散袈

の酷い、多方面からの検家、作業手聞の自動仕伝どとい勺た出雄f.担理に無理がある。後者は
左紀の瞳能をよく尭揮するが、導入にあたっては、少し時間をかけて学習する必宜がある。処

理擢帯の内容と予想されるそのデータ置に適応した選択をせねばならなt、
情報置の分析、 νミュレー νaン、 計算とL、勺た散値データをとらえるのに、表計算ソフト

(MULT[ PLAN 、LAN PLAN、SUPER CULC俗ど)は適している。また最近の

車計算ソ フトは、グラフ化も富島にな勺ている。とくに計算機能に世れ、リレ ショナルデー

タベースソフトではプログラミングの感覚で設定しなければはらないのを、たとえば合計欄に

開式を入れるだけで蝿能させることが出来るのである。さらに再計算機能というものがあり、

ある数字を変えると、関連する数字がすぐに計算されて暫き宜わるようになっている。

ワープロゾフト(一太郎、松、 EPQWQRDt，iど)のうち、最新のものは自動かは産融、

迎文節か伝漢字変換、被告単文節藍f換の3つの変換モードをもち、入力した文字を一気に漢字

かな混じり文に査機することが出来る。またそのほかマルチウインドゥ、マルチファイル機能、

図形データの組み込みなどもできるものがある。文字師り、編鼎機能、多彰な印刷機能なども

椛ね削えているが、その庄町、世倹・検索 ・移動伝どの作揖スピードが超く感じられることに

もなる。その喝合はエディターソフトの併用によ勺て、スピード仕が図れるのである。

画僧把理ソフトは、本来デザイ y、設計などに匝われるものである (LANGRAPH、PC-

CAD、CANDY、花子など)が、現実にはグラフを描くために利用されていることが多いよ

うである。

汎用取曹としたのは、聖作成やデータ菅理とデ タ憎作 {分類、 検索はど)可能の事輯処理

汎用バッケー ν(EPQACEなど)である。その他はN88-sASICインタプリン夕、

コンバイラでBASICで作成されたプログラムを機械語に翻訳するゾフトである。
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コンピュータ事入後関等一覧5 
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6 ワープロ専用蝿による情報担理の乳児

ワ プロ専用機の普及度はめざま L<、埋蔵文化財に関する業務担理においても、 115機関

(コンピュータとの併用を吉む。)において行はわれている。世用台数は172台である。近畿 ・

関東 ・中部 ・車北などでの利用が目だつている(図8)。

コンピュ タとの併用機関を除いて、処理業務を見てみると(図9)、文献検索の調査報告

が、回答では最も多かったが、実態としては文書官理がこれを遥かに超えると思われる。ワー

プロ専用機に倣わ勺た機能としては、尭掘届・契不足J類 ・通鈎l害 ・添書など事務的文曹の作成

と官理に適応しており、おそらく使用機関115櫨院のすべてにおいて、これらの諜務処理が行

なわれていると考える。使用はしているが、股問項目において朱回苔の樫聞が若干数あったの

は、アンケートが埋車文化財に関する聾萌処理とその入力件数とあったため、厳置に考えられ

てのことであったと思われる。Lたが勺て入力件数の実躍は、不明といわざるを碍江いが、

応、田容上のm剖は、全国で17.8271宇とでていることを配しておく 。
ワープロ専用機における検紫揖能は、文書内データの並べ韮え、抽出、分類などがあるが、

コンピaータに比べて、簡単なものであるため、デ タ処理の限界を承知Lて利用することが

肝聾である。

7 土里直文化財とコンビュータ

考古学研究におけるコンピュータ豹用の臨態を分類すると、 111W十的分析、 [21νミュレーショ

ン、 [31デ タベ スに分けることが出来よう。統計的分析では、平均、相準偏差といったこと

から、多重量解明、クラスター分析などによって、 石器や土器の分類、遺跡聞の附慌の解釈が

試みられても喝。シミュレーションとは、模型実験、模億実験と訳されるが、考古学の場合、

これまでに得られている考古牢的知見をもとに、過去のある事象をコンピ品ータを匝って再現

しょっとするもので、縄文時代の人口、古代人の対馬海映や津軽海映の置掘といった研究があ

る。データベースの作成が、すでに各樺聞において行なわれていることは、 パッケージソフト

の匝問状担でも知られる。遺跡、適格、遺物といった部 1次情報から、実剛図、 写真、拓本、

報告省、 論文といった資料のデ タベ ω ス化は、埋麗文化財の調査研究に今後ますます活用し

ていかざるを得伝い分野である。ただ、データベ スの構軍には、項目の訟定、情報の収果、

情報の整理・加工、データシートへの記入、コンビュータへの月力、出力結果の校正などの手

順が、たとえパッケージソフトを利用する場合でも不可欠であり、これに聾する人員、間用、

将来への見通Lなどを吉めて、ハ ドとソフトの両面において、十分検討の上、取り肱われる

ど昌喜がある。
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